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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

日
本
国
憲
法
制
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
六
十
年
六
月
二
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

坂 
田 

道 

太 

殿 

 

提 

出 

者 
 

森 
 

 
 

 

清 

 

一 

 



 

一 

日
本
国
憲
法
（
以
下
「
新
憲
法
」
と
い
う
。
）
は
、
形
式
的
に
は
大
日
本
帝
国
憲
法
（
以
下
「
明
治
憲
法
」
と
い
う
。
）

の
改
正
手
続
に
よ
つ
て
、
明
治
憲
法
の
改
正
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、 

(二 ) 

明
治
憲
法
の
「
憲
法
発
布
勅
語
」
に
は
、
「
将
来
若
此
ノ
憲
法
ノ
或
ル
条
章
ヲ
改
定
ス
ル
ノ
必
要
ナ
ル
時
宜

ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ハ
朕
及
朕
カ
継
統
ノ
子
孫
ハ
発
議
ノ
権
ヲ
執
リ
之
ヲ
議
会
ニ
付
シ
議
会
ハ
此
ノ
憲
法
ニ
定
メ

タ
ル
要
件
ニ
依
リ
之
ヲ
議
決
ス
ル
ノ
外
朕
カ
子
孫
及
臣
民
ハ
敢
テ
之
カ
紛
更
ヲ
試
ミ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヘ

シ
」
と
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
憲
法
改
正
の
論
議
を
行
い
、
十
月
、
政
府
に

憲
法
調
査
会
を
設
け
て
改
正
を
検
討
し
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
占
領
軍
よ
り
手
交
さ
れ
た
憲
法
草
案
を
基
に 

(一 ) 

明
治
憲
法
の
根
幹
は
「
天
皇
統
治
」
で
あ
り
、
新
憲
法
は
、
「
国
民
主
権
」
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

憲
法
体
制
の
根
幹
の
改
変
は
、
そ
の
憲
法
の
改
正
手
続
に
よ
つ
て
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

日
本
国
憲
法
制
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

二 

憲
法
改
正
が
違
憲
の
手
続
に
よ
つ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
が
有
効
に
成
立
し
て
い
る
の
は
、
我
が
国
が

連
合
国
に
降
伏
し
、
超
憲
法
的
権
力
を
も
つ
占
領
軍
総
司
令
官
の
指
示
及
び
承
認
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
す 

(三 ) 

憲
法
改
正
案
は
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
修
正
し
て
い
る
が
、
明
治
憲
法
に
お
い
て
は
、
憲
法
改
正
案
は
、

帝
国
議
会
に
お
い
て
修
正
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
修
正
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
か
。 

か
。 

改
正
案
を
作
成
す
る
な
ど
の
行
為
は
、
ま
さ
に
上
記
勅
語
に
い
わ
れ
る
「
紛
更
」
を
行
つ
た
こ
と
に
な
り
、
憲

法
違
反
で
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
。 

昭
和
二
十
一
年
三
月
五
日
、
幣
原
総
理
が
改
正
案
に
つ
き
内
奏
を
行
い
、
勅
語
を
賜
つ
た
と
い
わ
れ
る

が
、
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
。 

も
し
、
違
反
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

勅
語
を
賜
つ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
の
政
府
及
び
帝
国
議
会
の
行
為
は
、
憲
法
違
反
で
は
な
い 

四 

 



 

三 

陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
条
約
（
ハ
ー
グ
条
約
）
第
四
三
条
は
、
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。 

る
ほ
か
な
い
が
如
何
。
即
ち
、
降
伏
文
書
（
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
）
に
は
、「
天
皇
お
よ
び
日
本
国
政
府
の
国

家
統
治
の
権
能
は
、
本
条
項
を
実
施
す
る
た
め
適
当
と
認
め
る
措
置
を
と
る
、
連
合
国
最
高
司
令
官
に
隷
属
す

る
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
統
治
権
は
、
最
高
司
令
官
に
隷
属
し
た
の
で
あ
り
、
主
権
が
な
い
状

態
で
あ
つ
た
か
ら
、
憲
法
そ
の
他
国
内
法
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
権
を
行
使
し
て
い
る
最
高
司
令
官
の
権

限
に
お
い
て
有
効
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

「
国
の
権
力
が
事
実
上
占
領
者
の
手
に
移
り
た
る
上
は
、
占
領
者
は
、
絶
対
的
の
支
障
な
き
限
り
、
占
領
地

の
現
行
法
規
を
尊
重
し
て
、
成
る
べ
く
公
共
の
秩
序
及
び
生
活
を
回
復
確
保
す
る
為
、
施
し
得
べ
き
一
切
の
手

段
を
盡
す
べ
し
。
」 

こ
の
点
に
つ
き
、
政
府
は
、
次
の
何
れ
の
見
解
を
と
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
見
解
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た 

憲
法
改
正
に
つ
い
て
占
領
軍
総
司
令
官
の
と
つ
た
行
為
は
、
こ
の
条
項
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

五 

 



 

(二 ) 

違
反
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、 

(一 ) 

違
反
し
て
い
る
。 

い
。 (6) 

条
章
の
趣
旨
に
は
反
す
る
が
、
違
反
で
は
な
い
。 

(5) 

占
領
行
政
は
、
間
接
統
治
で
あ
つ
た
の
で
、
占
領
軍
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
も
、
国
内
的
に
は
合
法
的

に
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

(4) 

我
が
国
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
以
上
、
そ
の
実
現
を
図
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
占
領
軍
が
そ
れ
を
強
制
し
て
も
違
反
で
は
な
い
。 

(3) 

交
戦
中
に
は
適
用
に
な
る
が
、
降
伏
後
の
占
領
に
は
適
用
が
な
い
。 

(2) 

我
が
国
が
占
領
さ
れ
た
状
態
の
よ
う
に
、
全
面
的
占
領
に
は
適
用
が
な
い
。 

(1) 

こ
の
条
項
は
、
第
二
次
大
戦
以
後
は
、
空
文
で
あ
る
。 

六 

 



 

四 

憲
法
前
文
に
は
、
「
日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、
…
…

こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。
」
と
あ
る
が
、 

(2) 

憲
法
改
正
案
は
、
帝
国
議
会
の
議
決
を
得
て
い
る
が
、
貴
族
院
は
、
「
皇
族
華
族
及
勅
任
セ
ラ
レ
タ
ル
議

員
ヲ
以
テ
組
織
ス
」
（
明
治
憲
法
第
三
四
条
）
で
あ
り
、
「
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
」
で
は

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
い
か
。 

(1) 

明
治
憲
法
で
は
、
「
天
皇
ハ
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
以
テ
立
法
権
ヲ
行
フ
」
（
第
五
条
）
、
「
天
皇
ハ
法
律
ヲ
裁

可
シ
其
ノ
公
布
及
執
行
ヲ
命
ス
」（
第
六
条
）
の
で
あ
り
、
日
本
国
民
が
憲
法
改
正
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
国
民
は
、
…
…
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。
」
と
あ
る
の
は
間
違
い
で
は
な
い
か
。

現
に
憲
法
公
布
の
際
の
勅
語
に
は
、
「
朕
ハ
…
…
帝
国
憲
法
の
改
正
を
裁
可
し
、
こ
こ
に
こ
れ
を
公
布
せ
し

め
る
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
勅
語
と
憲
法
前
文
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

(7) 

憲
法
改
正
は
、
我
が
国
が
自
主
的
に
行
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
違
反
と
い
う
問
題
は
起
こ
ら
な
い
。 

七 

 



 

 

八 
五 
憲
法
を
そ
の
制
定
権
が
何
れ
に
あ
る
か
に
よ
つ
て
分
類
す
れ
ば
、
欽
定
憲
法
、
民
定
憲
法
、
協
約
憲
法
の
三

分
類
で
あ
る
が
、
政
府
は
、
日
本
国
憲
法
は
、
そ
の
何
れ
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
何
れ
で
も
な
い
な
ら
ば
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
憲
法
で
あ
る
か
。
勅
語
は
欽
定
憲
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
憲
法
前
文
は
民
定

憲
法
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
が
、
そ
の
何
れ
で
あ
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


